
学年学年学年学年

5年

セルフセルフセルフセルフ
チェックチェックチェックチェック

30% ①

30% ②

40% ③

1 2 3 4

◎ ○

総合評価総合評価総合評価総合評価
中間試験30％、小テスト30％、レポートなどの課題40％の割合で評価する。

達成度目標の評達成度目標の評達成度目標の評達成度目標の評
価方法価方法価方法価方法

科目名科目名科目名科目名 ドイツ語
英文表記英文表記英文表記英文表記 German

対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース対象学科／専攻コース 必・選必・選必・選必・選 履修・学修履修・学修履修・学修履修・学修 単位数単位数単位数単位数

2016/3/22
科目コード科目コード科目コード科目コード 5013

教員名：吉井巧一教員名：吉井巧一教員名：吉井巧一教員名：吉井巧一
作成

技術職員名：技術職員名：技術職員名：技術職員名：

授業形態授業形態授業形態授業形態 授業期間授業期間授業期間授業期間

全学科 選 学修 2単位

総合評価総合評価総合評価総合評価 セルフチェックセルフチェックセルフチェックセルフチェック

講義 後期

目標との関連目標との関連目標との関連目標との関連 定期試験定期試験定期試験定期試験 小テスト小テスト小テスト小テスト レポートレポートレポートレポート
その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・その他（演習課題・
発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物発表・実技・成果物

等）等）等）等）

本科・専攻科教本科・専攻科教本科・専攻科教本科・専攻科教
育目標育目標育目標育目標

科目目標科目目標科目目標科目目標
ドイツ（語圏）の文化・ドイツ語に慣れ親しむ。
【III-A】【III-B】【III-C】

評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合評価方法と評価項目および関連目標に対する評価割合

基礎的理解基礎的理解基礎的理解基礎的理解 40 20 40

評価項目評価項目評価項目評価項目 40 20 10010010010040 0

0

100

0

応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）応用力（実践・専門・融合）

0

授業概要、授業概要、授業概要、授業概要、
方針、履修方針、履修方針、履修方針、履修
上の注意上の注意上の注意上の注意

ペアワーク・グループ学習を中心に、ドイツ（語圏）の文化・ドイツ語の勉強を進める。

教科書・教科書・教科書・教科書・
教材教材教材教材

プリント等

社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）社会性（プレゼン・コミュニケーション・PBL）

主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲主体的・継続的学修意欲

定期試験および
講義での小テスト
で評価する。

ドイツ語の基本構
造を十分理解し
応用できる。

ドイツ語の基本構
造を十分理解して

いる。

ドイツ語の基本構
造を理解してい

る。

ルーブリックルーブリックルーブリックルーブリック

理想的な到達レベル理想的な到達レベル理想的な到達レベル理想的な到達レベル
（優）（優）（優）（優）

標準的な到達レベル標準的な到達レベル標準的な到達レベル標準的な到達レベル
（良）（良）（良）（良）

最低限必要な到達レ最低限必要な到達レ最低限必要な到達レ最低限必要な到達レ
ベルベルベルベル
（可）（可）（可）（可）

広い国際的視野
と

倫理観を備える。

定期試験および
講義での小テスト
で評価する。

広い国際的視野
と

倫理観を十分備
えている。

広い国際的視野
と

倫理観を備えて
いる。

国際的視野と
倫理観を備えて

いる。

科目目科目目科目目科目目
標達成標達成標達成標達成
度度度度

目目目目
標標標標
割割割割
合合合合

科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標科目達成度目標

創造性を備え、自
らの考えを表現で
きるようになる。

定期試験および
講義での小テスト
で評価する。

創造性を備え、自
らの考えを自由に
表現できる。

創造性を備え、自
らの考えを自分な
りに表現できる。

創造性を備え、自
らの考えを簡単に
表現できる。

ドイツ語の基本構
造を理解する。



週週週週 時間時間時間時間
セルフセルフセルフセルフ
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クククク
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期末 [2]
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①
②

③

授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画授　　業　　計　　画

授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目授　　業　　項　　目 授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容授　　業　　内　　容
自学自習自学自習自学自習自学自習
（予習・復（予習・復（予習・復（予習・復
習）内容習）内容習）内容習）内容

前
期
科
目
は
前
期
部
分
の
み
記
述

、
後
期
部
分
は
後
期
の
み
記
述
し

、
実
施
期

間
が
見
た
目
す
ぐ
に
わ
か
る
よ
う
に
す
る

。

（
開
講
し
な
い
時
期
は
空
欄

）

前期中間試験（行事予定で週変更可）

期末試験

第１課 紹介-人と知り合う
オリエンテーション

第５課 買い物

第２課 余暇・趣味

第６課 食事

第３課 家具・持ち物
第４課 ショッピングセンターで

第８課 家族
第９課 スケジュール

後期中間試験（行事予定で週変更可）

第７課 レストランで

第１０課 健康・病気
第１１課 休暇

期末試験
学習時間合計学習時間合計学習時間合計学習時間合計 実時間実時間実時間実時間 22.522.522.522.5

第１２課 天気
まとめ

学習した内容の理解・記憶を前提に、次回の授業をすすめる。 各２時間×15回
レポートの作成。

各５時間X6回

備考欄備考欄備考欄備考欄

自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証）自学自習（予習・復習）内容（学修単位における自学自習時間の保証） 標準的所用時間（試行）標準的所用時間（試行）標準的所用時間（試行）標準的所用時間（試行）


